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美浜原発２



ＰＷＲ２次系での事故事例
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原子炉建屋とタービン建屋



タービン建屋



タービン建屋２階



タービン建屋２階事故現場方向



配管の下に作業机



作業机



破損部写真



破裂配管



破裂配管



破損部写真(拡大)



破損部スケッチ
 

オリフィス 



Ａ系列（破裂配管）の周方向減肉状況



Ｂ系列の配管の周方向減肉状況



裏側から見た破裂部



極度に減肉した部分



極度に減肉した部分



Ａ系列（破裂配管）の軸方向減肉状況



Ｂ系列の配管の軸方向減肉状況



大飯1号機、主給水配管における減肉測定結果
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大飯１号機での減肉の推移
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大飯１号機主給水配管の肉厚変化

青の点線は
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玄海２号機での減肉の推移
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玄海２号機復水配管の肉厚変化

点線は三次式で近似



肉厚管理の実態（保安院資料2004/9/27）
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美浜3号機2次系の冷却



原発労働者の年度
毎の被曝線量と予
想されるガン死者数
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原発労働者の年度毎の被曝線量と予想されるガン死者数

［シーベルト・人］

J.W.Gofman
のリスク係数で

評価した
ガン死数［人］

下請け労働者

電力会社員

ＩＣＲＰのリスク係数を用いると死者数は１／８になる。



剥き出しになった配管



正常なオリフィス部のフランジと保温材



飛び散った保温材



飛び散った保温材



配管破裂場所と被災者の位置



蒸気が凝縮して水になって抽斗に溜まった
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４名が倒れていた場所



当時は熱湯が溜まっていた場所
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電力会社が原発を進める理由
（電気事業法が利潤を決める）

総括原価 ＝ 必要経費（減価償却費＋営業費＋諸税）＋ 利潤

利潤（事業報酬）＝ レートベース × 報酬率７．２％

レートベース ＝ 固定資産 ＋ 建設中資産 ＋
核燃料資産 + 繰延資産 +
運転資本 + 特定投資

原発は建設費が高く、建設期間が長く、核燃料を備蓄すればそれ
も資産となり、研究開発などの特定投資も巨額で、それらすべて
が利潤を膨れ上がらせる。



手厚い国の保護
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原発大事故時の賠償限度額
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破裂配管の外観－１



破裂配管の外観－２



破裂配管の外観－３



破裂配管の外観－４



破裂配管の外観－５



破裂配管の外観－６



内面観察結果



内面拡大観察結果（破損部）



許容肉厚の評価


